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会
長
就
任挨
拶

田
中
茂
義
土
木
学
会
第
1
1
1
代
会
長

土
木
学
会
第
1
1
1
代
会
長
に
就
任
し

た
田
中
で
す
。

土
木
学
会
は
「
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
2
0
2
0
」

に
お
い
て
、
安
全
・
安
心
、
国
際
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
人
材
の
四
つ
の
中
期
重

点
目
標
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

会
長
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
2
0

2
1
年
度
に
「
コ
ロ
ナ
後
の
〝
土
木
〞
の

ビ
ッ
グ
ピ
ク
チ
ャ
ー
特
別
委
員
会
」（
谷

口
博
昭
第
1
0
9
代
会
長
）
、
2
0
2
2

年
度
に
「
土
木
グ
ロ
ー
バ
ル
化
総
合
委
員

会
」（
上
田
多
門
第
1
1
0
代
会
長
）
を
設

け
、
土
木
の
魅
力
が
向
上
す
る
未
来
像
を

描
く
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
土
木
技
術
者

が
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
感
じ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
土
木
の
果
た
す
社
会
的
貢
献
は
非

常
に
大
き
い
一
方
で
、
土
木
技
術
者
に
対

す
る
世
の
中
の
見
方
や
評
価
は
、
残
念
な

が
ら
わ
れ
わ
れ
が
期
待
す
る
も
の
で
は
な

い
の
が
現
状
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

い
き
い
き
と
活
躍
す
る
土
木
技
術
者
の
姿

と
土
木
の
魅
力
を
、
わ
れ
わ
れ
自
身
が
世

の
中
に
正
し
く
発
信
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。そ

こ
で
2
0
2
3
年
度
は
、
私
が
委
員

長
と
し
て
「
土
木
の
魅
力
向
上
特
別
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
災

害
対
応
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
リ
テ
ィ

な
ど
幅
広
い
社
会
的
課
題
に
貢
献
す
る
土

木
の
認
知
度
向
上
お
よ
び
土
木
技
術
者
の

地
位
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

土
木
は
「
文
明
社
会
の
基
礎
を
築
く
総

合
工
学
」
で
あ
り
、
そ
の
扱
う
範
囲
は
工

学
全
般
に
と
ど
ま
ら
ず
、
経
済
や
行
政
に

も
及
び
ま
す
。
こ
れ
を
担
う
土
木
技
術
者

は
、
古
市
公
威
初
代
会
長
の
就
任
演
説
に

あ
る
と
お
り
、「
将
に
将
た
る
人
」
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
土
木
技
術
者
と
し

て
、
創
造
力
と
柔
軟
な
発
想
を
も
っ
て
広

く
活
躍
し
、
社
会
に
大
い
に
貢
献
で
き
る

存
在
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
も
、
ぜ
ひ
私
と
一
緒
に

魅
力
あ
る
土
木
の
世
界
を
世
の
中
に
発
信

し
、
土
木
技
術
者
の
ス
テ
イ
タ
ス
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ま
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

土
木
の
魅
力
向
上
と
土
木
技
術
者
の

ス
テ
イ
タ
ス
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
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写真1　田中会長にとっての土木の魅力 

会
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
動
画
配
信
中
。

会
長
が
土
木
の
魅
力
を
語
っ
て
い
ま
す

（
写
真
1
、
Q
R
コ
ー
ド
参
照
）
。




